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【目  的】  
顔 面 神 経 へ 舌 下 神 経 を 力 源 と し て 付 加 す る Interpositional jump-graft 
(IPJG)は、顔面神経不全麻痺に対し適応となる。しかしながら、自家神経移植
が必要であり神経採取部の犠牲は免れない。近年ポリグリコール酸（ PGA）によ
り作成された生体分解性人工神経管が開発され、神経採取部の犠牲のない神経
再建が行われているが、主に知覚神経に用いられており、運動神経に対する十
分な再建結果を得るまでには至っていない。一方で、脂肪由来幹細胞（ ASCs）
が神経再生を促すことが注目されており、これを人工神経に含有させたハイブ
リッド型人工神経を作成し、 IPJG におけるその効果を検証した。  
【対象および方法】  
8 週齢のルイス系ラット計 34 匹を用い、顔面神経不全麻痺を生じさせた後、
自家神経移植群（ n=8）、 PGA 群（ n=8）、ハイブリッド PGA 群（ n=8）、そして未
治療であるコントロール群（ n=8）の 4 群で比較検討した。 ASCs は別の 2 匹の
個体から脂肪組織を採取し、分離培養したものを PGA 人工神経管内に封入した。 
術後 11 週に whisker pad と舌に逆行性トレーサーを注射し、術後 13 週に複合
誘発筋電図、移植神経の組織学的検査、そして還流固定後に脳組織を採取し顔
面神経核と舌下神経核が 2 重染色されているかどうかを調べた。  
【結  果】  
複合誘発筋電図において、ハイブリッド PGA 群の Amplitude は PGA 群と比べ
有意に高値であり、自家神経移植群と有意差を認めなかった。全ての治療群で
有髄神経の再生を認め、顔面神経核と舌下神経核はいずれも 2 重染色された。  
【考  察】  
今回の実験で、 IPJG において ASCs を含有させた人工神経は人工神経単独と
比べ神経再生促進効果を示した。ASCs は移植後 2 週間で消失するが、移植初期
に様々な神経栄養因子を放出するといわれている。また、損傷した神経も様々
な神経栄養因子を放出し、ASCs 自体をシュワン細胞様細胞へと形質転換される
ことが報告されている。今回の我々の実験において、人工神経内へ含有させた
ASCs による神経栄養因子の放出に加え、顔面神経と舌下神経の神経上膜に開窓
を加え神経架橋していることから、移植床神経である顔面神経と舌下神経から
の神経栄養因子の放出により ASCs のシュワン細胞様細胞への形質転換が起こ
ったのではないかと考えられた。  
【結  論】  
ASCs 含有ハイブリッド型人工神経による IPJG は、自家神経移植による IPJG
と神経生理学的に遜色ない効果が得られた。この手法は、今後顔面神経不全麻
痺の外科的治療の一つとなり得ることが示唆された。  
